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一
、
は
じ
め
に

　
『
安
永
六
年
豆
刕
柿
木
村
祭
礼
中
諸
入
用
帳
』（
以
下
『
安
永
六
年
祭
礼
入
用

帳
』
は
、
伊
豆
国
田
方
郡
本
柿
木
村（

（
（

の
名
主
、
土
屋
家
に
伝
来
し
た
一
連
の
文
書

（
土
屋
甚
右
衛
門
氏
所
蔵
資
料
）
の
中
の
一
点
で
、
安
永
六
年
（
一
七
七
七
）
正

月
二
十
八
日
に
本
柿
木
村
で
開
催
さ
れ
た
祭
礼
操
興
行
に
関
す
る
記
録
で
あ
る
。

　

こ
の
祭
礼
記
録
は
、
二
〇
二
二
年
三
月
発
行
の
『
昭
和
女
子
大
学
大
学
院　

生

活
機
構
研
究
科
紀
要
』
三
十
一
号
に
三
上
芳
範
・
大
谷
津
早
苗
〈
研
究
ノ
ー
ト
〉

「
伊
豆
国
本
柿
木
村
の
人
形
浄
瑠
璃
興
行
を
め
ぐ
っ
て
」
に
お
い
て
紹
介
し
た
。

た
だ
し
、
こ
の
研
究
ノ
ー
ト
で
は
、
紹
介
は
人
形
浄
瑠
璃
関
連
の
記
事
の
一
部
に

留
ま
り
、
取
り
上
げ
て
い
な
い
人
形
浄
瑠
璃
関
連
の
内
容
や
、
人
形
浄
瑠
璃
興
行

の
た
め
の
準
備
、
祭
礼
全
般
の
運
営
・
準
備
、
当
日
の
様
子
、
人
形
浄
瑠
璃
を
含

む
祭
礼
に
関
わ
っ
た
村
人
の
暮
ら
し
な
ど
、
本
史
料
か
ら
は
、
多
く
の
こ
と
が
読

み
取
れ
る
。
よ
っ
て
、
こ
こ
に
全
文
を
翻
刻
し
、
先
の
研
究
ノ
ー
ト
で
は
取
り
上

げ
て
い
な
い
注
目
点
を
あ
げ
る
。

　

本
史
料
は
江
戸
時
代
中
期
、
農
山
村
部
に
お
け
る
人
形
浄
瑠
璃
興
行
に
関
わ
る

詳
細
な
記
録
と
し
て
価
値
が
あ
る
。

　
『
安
永
六
年
祭
礼
入
用
帳
』
に
つ
い
て
は
研
究
ノ
ー
ト
で
も
紹
介
し
て
い
る
の

で
、
そ
ち
ら
に
し
つ
つ
、
ま
ず
現
在
に
至
る
経
緯
を
簡
潔
に
記
す
。

　

管
見
で
は
、
土
屋
甚
右
衛
門
氏
所
蔵
資
料
の
最
初
の
調
査
は
、
昭
和
五
十
二
年

（
一
九
七
七
）
七
月
に
、
東
洋
大
学
近
世
地
方
史
研
究
会
を
中
心
と
す
る
調
査
団

（
以
下
「
調
査
団
」）
の
調
査
で
あ
る
。
こ
の
折
、
概
要
が
把
握
さ
れ
調
査
成
果
と

し
て
『
土
屋
文
書
目
録
（
一
）』（
東
洋
大
学
文
学
部
紀
要
、
第
三
一
集
、
一
九
七

七（
（
（

）、『
土
屋
家
所
蔵
文
書
目
録
（
二
）』（
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
文
化
研
究
所
研
究

年
報
、
一
九
七
七（

（
（

）、『
土
屋
家
所
蔵
文
書
目
録
（
三
）』（
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
文

化
研
究
所
研
究
年
報
、
一
九
七
八（

（
（

）、『
土
屋
家
所
蔵
文
書
目
録
（
四
）』（
東
洋
大

学
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
文
化
研
究
所
研
究
年
報
、
通
巻
第
一
四
号
、
一
九
七
八（

（
（

）

と
い
う
四
冊
の
目
録
が
作
成
さ
れ
た
。
し
か
し
、
目
録
と
な
っ
た
も
の
は
資
料
全

体
の
う
ち
冊
物
と
調
査
団
が
判
断
し
た
も
の
に
限
ら
れ
て
お
り
、
一
紙
物
等
を
含

め
た
総
点
数
に
つ
い
て
は
不
明
で
、
現
在
、
伊
豆
市
に
お
い
て
確
認
作
業
を
進
め

〈
資
料
〉【

解
題
と
翻
刻
】

江
戸
時
代
中
期
の
人
形
浄
瑠
璃
興
行
に
関
す
る
史
料
『
安
永
六
年
豆
刕
柿
木
村

祭
礼
中
諸
入
用
帳
』
の
紹
介

三
　
上
　
芳
　
範
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て
い
る
。

　

こ
の
目
録
の
う
ち
、『
土
屋
家
所
蔵
文
書
目
録
（
三
）』
の
八
三
頁
に
、
整
理
番

号
Ｒ
37
『
祭
礼
中
諸
入
用
帳
』
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
土
屋
甚
右
衛
門

氏
所
蔵
資
料
は
、
昭
和
六
十
年
代
に
実
施
さ
れ
た
静
岡
県
史
編
纂
の
際
、
そ
の
一

部
が
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
映
像
保
存
し
、
静
岡
県
歴
史
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー
に

て
閲
覧
可
能
と
な
っ
た
（
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
の
『
安
永
六
年
祭
礼
入
用
帳
』
請

求
番
号
は
３
５
０
０
３
―
９
―
８
７
）。

　

土
屋
甚
右
衛
門
氏
所
蔵
資
料
は
、
令
和
元
年
（
二
〇
一
九
）
十
月
二
十
八
日

に
、
筆
者
が
『
安
永
六
年
祭
礼
入
用
帳
』
の
複
写
を
静
岡
県
歴
史
文
化
情
報
セ
ン

タ
ー
に
依
頼
し
た
際
に
、
所
有
者
の
許
諾
の
た
め
、
同
セ
ン
タ
ー
が
土
屋
家
に
問

い
合
わ
せ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
土
屋
家
か
ら
県
に
対
す
る
寄
贈
の
話
に

発
展
し
た（

（
（

。
寄
贈
の
受
け
入
れ
と
そ
の
後
の
管
理
に
つ
い
て
、
県
と
伊
豆
市
が
協

議
の
上
、
一
括
し
て
伊
豆
市
で
所
蔵
管
理
す
る
こ
と
に
な
り
、
令
和
四
年
（
二
〇

二
二
）
七
月
十
四
日
に
、
伊
豆
市
に
寄
贈
さ
れ
た
。
資
料
は
伊
豆
市
の
中
伊
豆
支

所
資
料
倉
庫
に
収
蔵
・
管
理
さ
れ
て
い
る
。

　

な
お
、
本
資
料
を
所
蔵
し
て
い
た
土
屋
家
は
、
本
柿
木
村
を
中
心
に
中
伊
豆
に

勢
力
を
有
し
た
狩
野
氏
の
一
族
な
い
し
郎
党
の
末
裔
と
い
う
家
伝
を
有
す
る
一
族

で
あ
る（

（
（

。
江
戸
時
代
を
通
じ
て
本
柿
木
村
の
名
主
や
村
役
人
の
地
位
を
占
め
て
お

り
、
特
に
江
戸
時
代
後
期
に
、
本
柿
木
村
で
盛
ん
に
生
産
さ
れ
た
材
木
・
木
炭
・

椎
茸
の
売
買
で
財
産
を
形
成
し
た
富
農
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
本
資
料
の
記
録
か
ら

も
分
か
る
。

　

本
史
料
は
『
静
岡
県
史　

資
料
編
12　

近
世
四
』（
一
三
五
～
一
四
五
頁（

（
（

）
に

翻
刻
さ
れ
て
い
る
が
、
一
部
、
未
翻
刻
の
部
分
が
あ
る
。
未
翻
刻
は
、
十
五
丁
裏

三
行
目
以
降
の
部
分
で
「
村
割
覚
」
の
大
半
に
あ
た
る
部
分
で
あ
る
。
未
翻
刻
を

含
め
、
こ
の
度
、
翻
刻
し
た
。

　

ま
た
『
静
岡
県
史
通
史
編
４
近
世
二
』（
六
六
五
頁
及
び
六
六
七
頁（

（
（

）
に
は
、

（
前
略
）
同
六
年
正
月
田
方
郡
柿
木
村
（
天
城
湯
ヶ
島
町
）
の
祭
礼
中
諸
入

用
帳
も
、
前
年
の
祭
礼
に
人
形
頭
や
衣
装
を
買
い
求
め
て
の
興
行
が
さ
れ
た

こ
と
を
示
し
て
い
る
。

（
中
略
）

　

安
永
六
年
（
一
七
七
七
）、
田
方
郡
柿
木
村
（
天
城
湯
ヶ
島
町
）
の
入
用

帳
か
ら
、
前
年
の
祭
礼
で
の
人
形
操
り
挙
行
が
知
ら
れ
る
こ
と
は
前
に
記
し

た
。
舞
台
の
前
に
は
座
敷
（
桟
敷
）
が
し
つ
ら
え
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
利
用

者
が
割
り
当
て
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
第
一
番
は
「
村
々
若
者
」
に
当
て
ら
れ

て
い
た
。
他
村
の
若
者
の
観
覧
が
、』
最
上
の
席
を
用
意
し
て
予
定
さ
れ
て

い
た
の
は
、
若
者
中
心
の
運
営
で
あ
っ
た
こ
と
の
あ
ら
わ
れ
で
も
あ
り
、
ま

た
他
村
若
者
と
の
連
携
を
も
思
わ
せ
る
。
祭
礼
の
余
興
が
若
者
主
体
で
な
さ

れ
る
こ
と
は
、
多
く
の
例
が
共
通
し
て
示
す
所
だ
が
、（
後
略
）

　

と
、
村
芝
居
の
様
相
と
若
者
た
ち
の
交
流
を
示
す
資
料
と
し
て
、
紹
介
し
て
い

る
。

　

繰
り
返
す
が
、
県
史
の
紹
介
す
る
内
容
以
外
に
も
興
味
深
い
内
容
が
あ
り
、
研

究
ノ
ー
ト
で
は
、（
一
）
三
番
叟
の
上
演
準
備
、（
二
）
人
形
か
し
ら
購
入
と
上
演

演
目
に
関
し
て
、（
三
）
人
形
の
材
料
・
製
作
修
理
用
具
の
購
入
に
関
し
て
、（
四
）

人
形
衣
裳
の
購
入
・
輸
送
に
関
し
て
、（
五
）
人
形
浄
瑠
璃
興
行
に
際
し
て
の
謝

礼
に
つ
い
て
、（
六
）
見
物
席
の
座
敷
割
に
つ
い
て
の
五
点
に
つ
い
て
取
り
上
げ
、

検
討
し
た
。
本
稿
で
は
、
研
究
ノ
ー
ト
に
も
収
録
し
て
い
な
い
注
目
点
を
あ
げ

る
。

二
、
書
誌
に
つ
い
て

　

本
史
料
に
つ
い
て
は
、
令
和
三
年
（
二
〇
二
一
）
七
月
二
十
八
日
、
中
伊
豆
支

所
資
料
倉
庫
で
原
本
調
査
を
行
っ
た
。
一
冊
の
横
帳
で
、
法
量
は
タ
テ
三
五
・
〇
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セ
ン
チ
、
ヨ
コ
一
一
・
五
セ
ン
チ
、
厚
さ
〇
・
八
セ
ン
チ
で
あ
る
。
現
状
は
、
固

着
や
虫
食
が
激
し
い
た
め
、
法
量
の
計
測
の
み
に
留
め
た
。
丁
数
は
マ
イ
ク
ロ

フ
ィ
ル
ム
で
数
え
ら
れ
る
範
囲
で
は
、
表
紙
別
で
、
十
七
丁
半
、
裏
表
紙
は
無

い
。
翻
刻
も
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
の
方
を
使
用
し
た
。

三
、『
安
永
六
年
祭
礼
入
用
帳
』
に
お
け
る
注
目
点

　

表
紙
に
は
表
題
「
祭
礼
中
諸
入
用
帳
」
と
、
祭
礼
実
施
の
年
月
で
あ
る
「
安
永

六
年
」「
酉
ノ
正
月
吉
日
」
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
「
世
話
人
」
と
し
て

「
友
右
衛
門
／
助
四
郎
／
源
四
郎
」
の
三
名
の
名
前
が
記
さ
れ
て
い
る
。
う
ち

「
友
右
衛
門
」
は
本
柿
木
村
の
安
永
六
年
当
時
の
名
主
で
あ
り（

（1
（

、
土
屋
甚
右
衛
門

氏
所
蔵
資
料
の
伝
来
し
た
土
屋
家
の
当
時
の
当
主
で
あ
る
。

　
『
安
永
六
年
祭
礼
入
用
帳
』
の
構
成
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
な
お
、「
」
は
内

題
、（　

）
内
は
『
静
岡
県
史　

資
料
編
12　

近
世
四
』
の
掲
載
頁
で
あ
る
。

　

ア　
「
覚
」　

次
の
①
～
③
の
購
入
・
支
出
記
録
（
一
三
五
頁
下
段
十
二
行
目
～

一
四
二
頁
下
段
五
行
目
）

①　

江
戸
に
お
け
る
人
形
道
具
・
衣
装
等
の
購
入
記
録

②　

人
形
か
し
ら
の
購
入
記
録

③　

そ
の
他
の
祭
礼
に
係
る
支
出
記
録

　

イ　
「
礼
覚
」　

出
演
者
謝
礼
の
記
録
（
一
四
二
頁
下
段
七
行
目
～
一
四
三
頁
下

段
一
行
目
）

　

ウ　

ア
と
イ
の
合
計
額
か
ら
収
入
を
差
引
い
た
記
録
（
十
一
丁
裏
十
一
行
目
～

十
三
丁
目
表
一
行
目
）

　

エ　
「
座
敷
割
之
覺
」　

祭
礼
の
座
敷
割
付
表
（
一
四
四
頁
上
段
十
八
行
目
～
一

四
五
頁
下
段
七
行
目
）

　

オ　
「
村
割
覚
」
村
民
に
負
担
を
割
当
て
た
と
考
え
ら
れ
る
表
（
一
四
五
頁
下

段
九
行
目
～
同
十
行
目
）

　

※�「
覚
」・「
礼
覚
」・「
座
敷
割
之
覺
」・「
村
割
覚
」
は
『
安
永
六
年
祭
礼
入
用

帳
』
の
中
に
あ
る
題
で
あ
る
。

　

研
究
ノ
ー
ト
に
あ
げ
た
以
外
の
注
目
点
に
つ
い
て
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

１
、
本
史
料
の
九
丁
裏
十
七
行
目
か
ら
二
十
一
行
目
と
十
丁
表
一
行
目
か
ら
三
行

目
に
は
、
中
古
の
人
形
道
具
を
購
入
し
た
記
録
が
確
認
で
き
る
。

　

該
当
箇
所
を
抜
粋
す
る
と

（
九
丁
裏
十
七
行
目
～
二
十
一
行
目
）

　
　
　

七

一
壱
〆
七4

百
文　

人
形

　
　
　
　
　
　
　
　

頭
古
衣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
や
う

　
　
　
　
　
　
　
　

三
ツ
代

（
十
丁
表
一
行
目
～
三
行
目
）

一
壱
貫
文　
　
　
　

古
人
形

　
　
　
　
　
　
　
　

古
衣
し
や
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
ツ

　

前
者
は
人
形
の
か
し
ら
と
中
古
の
衣
裳
が
揃
っ
て
三
ツ
と
い
う
こ
と
で
、
後
者

は
中
古
の
人
形
か
し
ら
と
中
古
の
衣
裳
が
三
ツ
な
の
か
、
そ
れ
ぞ
れ
三
ツ
な
の

か
、
曖
昧
な
点
は
あ
る
も
の
の
、
こ
こ
に
あ
げ
た
人
形
道
具
に
つ
い
て
は
、
江
戸

に
お
け
る
購
入
記
録
で
は
な
い
箇
所
に
記
さ
れ
て
い
る
た
め
、
本
柿
木
村
周
辺
に

お
い
て
も
中
古
の
人
形
道
具
が
売
買
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
証
す
る
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。
中
古
の
人
形
道
具
が
売
買
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
、
本
柿
木
村
以
外

126



江戸時代中期の人形浄瑠璃興行に関する史料『安永六年豆刕柿木村祭礼中諸入用帳』の紹介

（ 4 ）

に
も
操
興
行
を
行
っ
て
い
た
村
が
存
在
し
た
可
能
性
を
示
し
て
お
り
、
実
際
に
安

永
七
年
（
一
七
七
八
）
の
『
花
觸
て
う（

（1
（

』
に
は
本
柿
木
村
以
外
の
村
に
お
け
る
操

の
存
在
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
新
品
と
思
わ
れ
る
人
形
を
伊
豆
国
君
沢
郡
修
善
寺
村
に
お
い
て
購
入
し

た
記
録
が
四
丁
表
十
一
行
目
か
ら
十
三
行
目
に
確
認
で
き
る
。

　
　
　
　

修
善
寺
村

一
金
壱
分
ト　
　

人
形
代

　
　
　

壱
貫
文　
　
　

二
ツ

　
「
人
形
代
」
が
人
形
の
か
し
ら
の
み
な
の
か
人
形
一
体
人
揃
え
な
の
か
は
分
か

ら
な
い
が
、
中
古
の
場
合
に
は
「
古
人
形
」
と
記
述
さ
れ
る
例（

（1
（

が
あ
る
こ
と
か

ら
、
中
古
で
は
な
い
人
形
の
購
入
記
録
と
考
え
ら
れ
る
。
伊
豆
半
島
の
中
央
部
に

位
置
す
る
修
善
寺
村
で
も
中
古
で
は
な
い
人
形
道
具
の
売
買
が
あ
っ
た
こ
と
を
示

す
記
録
で
あ
り
、
伊
豆
半
島
に
お
け
る
人
形
浄
瑠
璃
の
展
開
に
お
い
て
注
目
す
る

べ
き
記
録
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

２
、
本
史
料
の
四
丁
裏
行
目
か
ら
五
丁
裏
二
十
一
行
目
に
か
け
て
、
人
形
衣
裳
の

材
料
と
思
わ
れ
る
記
録
が
確
認
で
き
る
。

　

該
当
箇
所
を
抜
粋
す
る
と

（
四
丁
裏
十
六
行
目
～
二
十
行
目
）

一
壱
〆
弐
百
五
十
文　

浅
ぎ

　
　
　
　
　
　
　
　

き
ぬ
半
反

　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
ろ
ぎ
ぬ

一
壱
〆
弐
百
五
十
文　

白
き
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

半
反

（
五
丁
表
一
行
目
～
十
三
行
目
・
十
六
行
目
）

一
壱
〆
三
百
五
十
文　

も
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　

半
反

一
百
五
十
文　
　
　
　

大
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　

壱
〆
目

一
百
文　
　
　
　
　
　

ふ
の
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
小
弐
枚

百　
　
　
　
　
　
　

大

一
五
拾
文　
　
　
　
　

は
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

弐
疋

一
弐
百
廿
四
文　
　
　

銀
紙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
枚

一
百
文　
　
　
　
　
　

花
か
ん
ざ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六
本

（
中
略
）

一
三
百
五
十
文　
　
　

浅
糸
代

（
五
丁
裏
九
行
目
～
二
十
一
行
目
）

一
七
百
五
拾
文　
　
　

さ
ら
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

壱
反

一
九
百
五
拾
文　
　
　

あ
か
ね

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

壱
反

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

半

一
七
百
五
拾
文　
　
　

あ
さ
ぎ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
ん
ば
衣
し
や
う

一
壱
〆
百
文　
　
　
　

あ
を
そ
代
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五

一
壱
〆
■4

百
文　
　
　

び
ん
ら
う
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

弐
反

一
壱
〆
文　
　
　
　
　

白
木
綿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

弐
反

　
「
浅
き
（
浅
黄
か
）」「
白
き
ぬ
（
絹
）」「
あ
か
ね
（
茜
）」「
び
ん
ら
う
じ
（
檳

榔
樹
）」
等
、
色
や
材
質
を
指
定
し
て
人
形
衣
裳
の
材
料
を
購
入
し
て
い
る
。「
大

ど
（
黄
土
色
か
）」「
あ
を
そ
（
青
苧
）」
は
そ
れ
ぞ
れ
染
料
で
、
衣
裳
を
染
め
る

た
め
に
購
入
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
本
史
料
一
丁
裏
九
行
目
か
ら

二
丁
表
四
行
目
に
は
衣
裳
を
江
戸
で
七
十
二
品
も
購
入
し
て
い
る
記
録
が
あ
る

が
、
修
繕
や
自
作
の
た
め
に
人
形
衣
裳
の
材
料
も
準
備
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ

る
。

３
、
本
史
料
の
六
丁
表
二
行
目
か
ら
八
丁
表
十
八
行
目
に
か
け
て
、「
水
油
」
購

入
の
記
録
が
繰
り
返
し
表
れ
て
い
る
。

　

該
当
す
る
箇
所
を
抜
粋
す
る
と

（
六
丁
表
二
行
目
～
七
行
目
・
十
行
目
・
十
一
行
目
・
十
三
行
目
・
十
五
行
目
）

正
月
七
日

一
五
百
文　
　
　
　
　

水
油
壱
升

正
月
三
日

一
百
五
拾
文　
　
　
　

同
三
合

正
月
九
日

一
五
百
文　
　
　
　
　

同
壱
升

正
月
十
二
日

一
五
百
文　
　
　
　
　

水
油
壱
升

一
五
百
文　
　
　
　
　

水
油
壱
升

一
五
百
文　
　
　
　
　

水
油
壱
升

（
六
丁
裏
四
行
目
～
七
行
目
・
十
一
行
目
～
十
二
行
目
・
十
四
行
目
～
十
五
行
目
）

廿
一
日

一
五
百
文　
　
　
　
　

水
油
壱
升

廿
三
日

一
五
百
文　
　
　
　
　

水
油
壱
升

去
十
月
廿
二
日

一
弐
百
文　
　
　
　
　

水
油
四
合

十
一
月
四
日

一
百
文　
　
　
　
　
　

水
油
壱
合

（
七
丁
表
五
行
目
～
六
行
目
・
八
行
目
・
十
一
行
目
～
十
二
行
目
）

十
一
月
廿
七
日

一
弐
百
五
十
文　
　
　

水
油
五
合

十
二
月
六
日

一
十
弐
文　
　
　
　
　

か
い
じ
や
く
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　

つ
け
き
代

（
八
丁
表
七
行
目
～
八
行
目
・
十
七
行
目
～
十
八
行
目
）

十
二
月
廿
四
日

一
弐
百
五
拾
文　
　
　

水
油
代

大
晦
日

一
五
百
文　
　
　
　
　

水
油
壱
升

　

右
の
通
り
水
油
が
頻
繁
に
購
入
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
人
形
浄
瑠
璃
の

準
備
や
稽
古
が
夜
間
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

本
柿
木
村
の
人
た
ち
は
、
日
中
の
農
作
業
の
障
害
に
な
る
よ
う
な
準
備
や
稽
古
の

日
程
は
組
ま
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
最
も
古
い
水
油
の
購
入
記
録
は
六
丁
裏
十
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一
行
目
の
「
去
十
月
廿
二
日
」
の
「
一
弐
百
文　

水
油
四
合
」
で
あ
る
が
、
購
入

量
も
購
入
頻
度
も
祭
礼
興
行
の
日
に
向
け
て
次
第
に
増
え
て
お
り
、
正
月
十
二
日

に
は
、
一
日
の
購
入
量
の
合
計
が
最
も
多
い
三
升
を
購
入
し
て
い
る
。
こ
れ
は
夜

の
準
備
や
稽
古
が
深
夜
に
至
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
水
油
の
記
録

か
ら
、
村
人
た
ち
の
稽
古
へ
の
熱
気
が
次
第
に
高
ま
っ
て
い
く
よ
う
に
見
え
る
。

と
こ
ろ
が
、
祭
礼
前
日
や
当
日
に
は
水
油
の
購
入
記
録
が
無
い
。
こ
れ
は
祭
礼
興

行
自
体
が
日
中
に
行
わ
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

４
、
本
史
料
の
十
四
丁
裏
五
行
目
か
ら
十
五
丁
表
三
行
目
に
「
立
合
人
」
と
し
て

列
記
さ
れ
て
い
る
十
五
人
は
、
安
永
六
年
の
祭
礼
運
営
を
担
っ
た
村
人
た
ち
の
名

前
と
考
え
ら
れ
る
。

　

表
紙
に
現
れ
る
「
世
話
人　

友
右
衛
門
／
助
四
郎
／
源
四
郎
」
の
三
名
が
、
そ

れ
ぞ
れ
「
立
合
人
」
の
一
番
目
、
十
番
目
、
五
番
目
に
記
さ
れ
、
九
丁
裏
三
行
目

に
現
れ
る
「
せ
わ
人　

勘
右
衛
門
」
が
「
立
合
人
」
の
六
番
目
に
記
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
「
立
合
人
」
の
一
部
は
世
話
人
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。「
立
合
人
」

は
「
右
之
者
共
立
合
／
座
敷
割
仕
候
以
上
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
祭
礼
時
の
座
敷

割
を
決
め
る
た
め
に
立
ち
合
っ
た
村
人
た
ち
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
が
、
座
敷
割

は
祭
礼
に
お
け
る
重
要
事
項
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
他
の
祭
礼
に
係
る
重
要
事
項
に

つ
い
て
も
、 

こ
の 

「
立
合
人
」 

の
合
議
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ

る
。

５
、
十
四
丁
裏
以
降
の
「
村
割
覚
」
は
『
静
岡
県
史　

資
料
編
12　

近
世
四
』
に

お
い
て
、
翻
刻
さ
れ
な
か
っ
た
部
分
で
あ
る
。

　
「
村
割
覚
」
の
内
容
は
、
村
人
の
う
ち
祭
礼
開
催
に
賛
成
し
た
有
志
が
、
祭
礼

費
用
を
出
資
し
た
記
録
と
考
え
ら
れ
る
。
記
録
の
内
容
は
①
出
資
額
と
②
支
払
っ

た
人
物
の
名
前
の
み
で
、
記
録
さ
れ
て
い
る
件
数
は
六
十
四
件
を
数
え
る
。
一
件

当
た
り
の
出
資
額
の
最
高
額
は
三
百
文
（
三
件
、
全
体
の
四
・
七
％
）
で
あ
り
、

最
低
額
は
五
十
文
（
十
三
件
、
同
二
〇
・
三
％
）
で
あ
る
。
出
資
額
が
二
百
文

（
十
六
件
、
二
五
・
〇
％
）
と
百
五
十
文
（
十
八
件
、
二
八
・
一
％
）
の
件
数
が

多
く
、
合
わ
せ
て
五
三
・
一
％
と
半
数
を
超
え
る
。

　

こ
の
「
村
割
覚
」
に
は
、
先
述
の
「
立
合
人
」
十
五
人
中
源
四
郎
ら
六
人
の
名

前
が
確
認
で
き
る
。「
世
話
人
」
の
源
四
郎
・
勘
右
衛
門
の
名
も
あ
る
。
し
か
し
、

同
じ
「
世
話
人
」
の
友
右
衛
門
と
助
四
郎
の
名
前
は
現
れ
な
い
。
友
右
衛
門
は
十

二
丁
裏
四
行
目
に
「
金
壱
両
」
を
拠
出
し
た
記
録
が
あ
り
、
名
主
と
し
て
特
別
な

出
資
を
求
め
ら
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
が
、
助
四
郎
の
出
資
の
有
無
は
、
本
史

料
か
ら
は
確
認
で
き
な
い
。
ま
た
、
十
七
丁
表
一
行
目
に
現
れ
る
太
右
衛
門
は
、

安
永
七
年
（
一
七
七
八
）
十
月
以
降
に
本
柿
木
村
の
名
主
に
な
っ
て
い
る
人
物
で

あ
る（

（1
（

。「
村
割
覚
」
で
出
資
に
応
じ
た
村
人
た
ち
全
員
の
、
村
内
で
の
地
位
は
明

ら
か
に
で
き
て
い
な
い
が
、
一
件
当
た
り
の
出
資
額
を
抑
え
て
、
多
く
の
村
人
が

出
資
す
る
形
で
祭
礼
費
用
を
集
め
よ
う
と
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

　

し
か
し
、
翌
安
永
七
年
の
『
祭
礼
諸
入
用
勘
定
割
覚
帳
』
で
は
、「
村
方
分
請

取
之
巻
」
と
し
て
十
五
件
の
記
録
が
あ
り
、
一
件
当
た
り
の
出
資
額
も
金
壱
分

（
三
件
）、
三
貫
五
百
文
（
三
件
）
と
高
額
に
な
っ
て
い
る
。
祭
礼
操
興
行
に
係
る

費
用
を
ど
の
よ
う
に
負
担
す
る
か
に
つ
い
て
、
そ
の
考
え
方
が
、
安
永
六
年
と
翌

七
年
と
で
大
き
く
変
更
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

　

先
の
研
究
ノ
ー
ト
に
加
え
、
右
記
の
記
事
の
内
容
は
、
農
山
村
地
域
に
お
け
る

祭
礼
及
び
祭
礼
で
の
人
形
浄
瑠
璃
興
行
の
様
相
を
物
語
る
も
の
と
い
え
る
だ
ろ

う
。

四
、
翻
刻

凡
例
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一
、
本
文
は
、
伊
豆
市
蔵
『
安
永
六
年
祭
礼
中
諸
入
用
帳
』
に
つ
い
て
、
静
岡
県

が
県
史
編
纂
事
業
時
に
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
化
し
、
静
岡
県
歴
史
文
化
情
報

セ
ン
タ
ー
が
所
蔵
し
て
い
る
も
の
を
底
本
と
し
て
翻
刻
し
た
も
の
で
あ
る
。

翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
、
底
本
に
忠
実
で
あ
る
よ
う
に
努
め
つ
つ
、
以
下
の
方

針
を
と
っ
た
。

一
、
漢
字
は
原
則
と
し
て
通
行
字
体
と
し
た
。

一
、
変
体
仮
名
は
ひ
ら
が
な
に
改
め
た
。
た
だ
し
、「
ゟ
（
よ
り
）」
は
そ
の
ま
ま

と
し
、「
江
」
は
そ
の
ま
ま
小
文
字
と
し
た
。

一
、
改
行
は
原
文
通
り
と
し
た

一
、
本
文
の
意
味
不
明
箇
所
は
（
マ
マ
）
と
し
た
。

一
、
文
字
の
判
読
が
出
来
な
い
字
は
■
と
し
た
。

一
、
本
文
の
見
せ
消
は
傍
点
で
示
し
、
訂
正
が
あ
る
場
合
は
右
傍
に
付
し
た
。

一
、
行
取
り
は
原
本
通
り
。
丁
の
変
わ
り
目
に
丁
数
と
そ
の
表
裏
を
表
示
し
た
。

（
表
紙
）

　
　
　
　

安
永
六
年　
　
　

豆
刕
柿
木
村

　
　
　

祭
礼
中
諸
入
用
帳

友
右
衛
門

　
　
　

酉
ノ

正
月
吉
日

�

世
話
人　

助
四
郎

源
四
郎

（
１
オ
）

　
　

覚

一
小
鞁　
　
　
　

弐
槌

　
　

代
廿
弐
目
五
分

　
　

代
十
七
匁
五
分

　
　

二
口
〆
銀
四
拾
目

　
　

代
金
弐
分

ト

　
　
　
　
　
　
　

九
百
拾
六
文

一
人
形
頭　
　
　
　

五
ツ

　
　

代
金
壱
分

ト

　
　
　
　
　

四
百
五
拾
文

一
さ
め
か
わ

　
　

代
百
拾
六
文

一
胡
粉
弐
袋　

壱
袋

　
　
　
　
　
　

五
百
目
入

　
　

代
弐
百
拾
弐
文

（
１
ウ
）

一
あ
み
毛　
　
　

六
枚

　
　

代
弐
百
文

一
上
す
き
に
か
わ　

五
十
匁

　
　

代
八
拾
文

一
中
す
き
に
か
わ　

廿
匁

　
　

代
拾
六
文

一
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百
文　
　
　

寺
ノ

ば
ば

ニ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

札

一
三
百
文　
　
　

灰
弐
俵
代

一
百
文　
　
　
　

𠮷
五
郎
酒
代

　
　
　
　
　
　

大
仁
伊
二
郎

ニ
渡

一
米
壱
俵　
　

内
半
俵
も
ち
米

　
　
　
　
　
　

〆
半
俵
う
る

　
　
　
　
　
　
　

壱
俵
定
日
入
用

　
　
　

代
金
壱
貫
九
百
三
十
弐
文

是
迄

　
　

惣
〆
金
弐
拾
九
両

（
１
０
ウ
）

　
　

礼
覚

　
　
　

大
坂

一
金
三
両　

増
太
夫

　
　
　
　

何
条

一
金
弐
両　

新
蔵

　
　
　
　

道
部

一
壱
両　
　

座
頭

　
　
　
　

吉
田

一
五
百
文　

勘
太
夫

一
五
百
文　

富
弥

　
　
　
　

修
善
寺

一
金
壱
分　

嘉
兵
衛
様
へ

4

4

4

4

4

　
　
　
　
　

礼
肴
代

一
四
百
文　

同
よ
う

　
　
　
　
　

酒
代

　
　
　
　
　

道
部

一
金
弐
分　
　

庄
八

　
　
　
　
　

道
部

一
つ
む
ぎ
壱
反　

條
助
様

　
　

代
金
弐
分
也

（
１
１
オ
）

　
　
　
　

道
部

一　
　
　
　
　
　

酒
代

一
金
弐
分　
　
　

伴
助

一
弐
百
三
十
弐
文

　
　
　
　
　
　

湯
ヶ
し
ま

　
　
　
　
　
　
　

酒
代

一
弐
百
三
十
弐
文　

熊
坂
酒
代

一
壱
〆
弐
百
文

4

4

4

4

4

一
酒
壱
升　
　
　
　

丈
助
様

　

し
い
竹
壱
升

〆
代
二
百
七
十
文
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一
右
之
通
リ　
　
　

喜
助
様

代
二
百
七
十
文

一
右
之
通
リ　
　
　

惣
六
郎
様

（
１
１
ウ
）

一
百
五
十
文　
　
　

庄
八
様

　
　
　
　

酒
代

一
百
五
十
文　
　
　

名
主
様
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

酒
代

一
弐
百
文　
　
　
　

酒
代

　
　
　
　
　
　
　
　

小
使

一
金
壱
分　
　
　
　

地
代

　
　
　

弐
朱

〆
金
八
両
弐
分
ト

　
　
　

壱
〆
八
十
八
文

惣
〆
金
三
拾
七
両
弐
分

4

4

　
　
　
　
　
　
　

弐
分

　
　
　

鐚
壱
〆
八
十
八
文

　
　
　

内

金
弐
拾
両　
　

村
金

　
　
　
　

利
三
両

（
１
２
オ
）

　
　

金
七
両
二
分　

荷
寄

　
　

三
貫
八
百
五
拾
六
文

　
　
　
　
　

上
分
か
け
銭

　
　

弐
貫

　
　

弐
貫
五
百
廿
四
文

　
　
　
　
　

中
分
か
け
銭

　
　

弐
貫
七
百
文

　
　
　
　
　

下
分
か
け
銭

外
ニ

　

金
壱
分　
　
　

伴
助

　
　
　
　
　
　
　
　

礼
金

　
　
　

若
者
ゟ
受
取

引
方
〆
金
三
拾
弐
両

　
　
　
　
　
　

壱
分
ト

　
　
　
　

五
百
七
十
文

指
引

　

金
五
両
ト
壱
分
ト

　
　
　

五
百
拾
八
文

　

金
壱
両
ト　

酉
ノ

利

　
　
　

三
百
七
十
壱
文

（
１
２
ウ
）

合
金
■4

六
両
壱
分

ト

　
　
　

八
百
八
拾
九
文

　
　

内

　

金
壱
両　
　

友
右
衛
門
殿

　

金
壱
両　
　

上
柿
木

壱
分
三
朱

　

金
弐
分
ト　

中
村

　
　
　

弐
百
廿
四
文

　

金
弐
分
ト　

下
分

　
　

壱
貫
弐
百
五
十
文
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四
口
〆
金
三
両
壱
分
ト

　
　
　
　

壱
貫
四
百

七
拾
弐
文

指
引　

五
■
三

　
　

金
■4

両
弐4

分
ト

　
　
　
　

六

　
　
　
　

■4

百
四
拾
一
文

　
　
　
　
　

不
足

（
１
３
オ
）

　
　

此
分
戌

ノ
九
月
帳

ニ
入

（
１
３
ウ
）

　
　

座
敷
割
之
覺

第
一
だ
ん　

村
々
若
者

　
　
　
　
　
　
　

座
敷

第
二　
　
　
　

名
主
屋
敷

　
　
　
　
　

組
頭

第
三　
　
　

百
姓
代

　
　
　
　
　

座
頭

　
　
　
　
　

と
う
ど
り

　
　
　
　
　

せ
わ
や
き

第
四　
　
　

惣
役
者

　
　
　
　
　
　

座
敷

　
　
　
　
　

役
者

ニ
不
出
若
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

共

第
五　
　
　

並
ニ

村
古
き

　
　
　
　
　

家
筋
役

　
　
　
　
　

休
居
候
方
々

（
１
４
オ
）

第
六　
　
　
　

惣
村
中

　
　
　
　
　
　
　

座
敷

　
　
　
　
　
　

大
龍
寺

右
左
上
座
敷　

法
泉
寺

　
　
　
　
　
　

太
夫

　
　
　
　
　
　

し
な
ん
人

　
　
　
　
　
　

通
り
者

　
　
　
　
　
　

龍
源
寺

　
　
　
　
　
　

村
々
役

　
　
　
　
　
　

并
ニ

座
敷

　
　
　
　
　
　

座
元

　
　
　
　
　
　

と
う
取

　
　
　
　
　
　

せ
わ
や
き

　
　
　
　
　
　
　
　

座
敷

右
之
通
始
年

此
之
通
り
座
敷

割
仕
候
間
例
格

ニ

（
１
４
ウ
）

可
仕
候
以
上

正
月
廿
八
日

　

興
行
仕
候

　
　

立
合
人

　
　
　
　

友
右
衛
門

　
　
　
　

重
左
衛
門
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茂
右
衛
門

　
　
　
　

藤
右
衛
門

　
　
　
　

源
四
郎

　
　
　
　

勘
右
衛
門

　
　
　
　

吉
五
郎

　
　
　
　

友
治
郎

　
　
　
　

庄
助

　
　
　
　

助
四
郎

　
　
　
　

瀧
右
衛
門

　
　
　
　

惣
吉

（
１
５
オ
）

　
　
　
　

半
左
衛
門

　
　
　
　

熊
治
郎

　
　
　
　

宇
兵
衛

右
之
者
共
立
合

座
敷
割
仕
候
以
上

（
１
５
ウ
）

　
　
　
　

村
割
覚

一
弐
百
文　
　
　

源
四
郎

一
同　
　
　
　
　

吉
五
郎

一
同　
　
　
　
　

勘
右
衛
門

一
同　
　
　
　
　

友
次
郎

一
弐
百
五
十
文　

恒
右
衛
門

一
弐
百
文　
　
　

弥
四
郎

一
百
五
十
文　
　

与
右
衛
門

一
同　
　
　
　
　

傳
七
郎

一
弐
百
文　
　
　

文
右
衛
門

　
　
　
　

越
シ　

（
穐

カ
）

一
百
五
十
文　
　

■
兵
衛

一
同　
　
　
　
　

市
右
衛
門

一
弐
百
文　
　
　

嘉
兵
衛

一
五
十
文　
　
　

五
郎
兵
衛

（
１
６
オ
）

一
同　
　
　
　
　

平
四
郎

一
同　
　
　
　
　

弥
七

一
同　
　
　
　
　

与
市

一
百
五
十
文　
　

伊
右
衛
門

一
同　
　
　
　
　

半
右
衛
門

一
弐
百
文　
　
　

三
郎
右
衛
門

一
同　
　
　
　
　

三
四
郎

一
同　
　
　
　
　

九
郎
右
衛
門

一
百
五
十
文　
　

半
右
衛
門

一
同　
　
　
　
　

仁
右
衛
門

一
同　
　
　
　
　

庄
助

一
同　
　
　
　
　

作
兵
衛

一
弐
百
文　
　
　

平
八

一
五
十
文　
　
　

久
右
衛
門

（
１
６
ウ
）

一
同　
　
　
　
　

善
六

一
同　
　
　
　
　

善
右
衛
門

一
百
五
十
文　
　

善
四
郎

一
同　
　
　
　
　

与
助
左
衛
門
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一
弐
百
文　
　
　

七
郎
左
衛
門

一
百
文　
　
　
　

幸
次
郎

一
五
十
文　
　
　

七
郎
兵
衛

〆
四
貫
八
百
文

（
１
７
オ
）

一
三
百
文　
　
　

太
右
衛
門

一
同　
　
　
　
　

百
右
衛
門

一
同　
　
　
　
　

与
助
右
衛
門

一
百
文　
　
　
　

次
郎

一
同　
　
　
　
　

善
（

又
は

兵
）
右
衛
門

一
同　
　
　
　
　

勝
右
衛
門

一
百
五
十
文　
　

惣
右
衛
門

一
同　
　
　
　
　

五
右
衛
門

一
同　
　
　
　
　

■
右
衛
門

一
百
文　
　
　
　

彦
右
衛
門

一
弐
百
文　
　
　

嘉
右
衛
門

一
百
文　
　
　
　

り
左
衛
門

一
弐
百
文　
　
　

嘉
し

（
１
７
ウ
）

一
百
文　
　
　
　

弥
兵
衛

一
弐
百
文　
　
　

伊
右
衛
門

一
百
文　
　
　
　

忠
左
衛
門

一
八
十
文　
　
　

茂
右
衛
門

一
五
十
文　
　
　

市
郎
右
衛
門

一
同　
　
　
　
　

又
右
衛
門

一
同　
　
　
　
　

文
蔵

一
同　
　
　
　
　

三
右
衛
門

一
百
文　
　
　
　

七
左
衛
門

一
弐
百
文　
　
　

三
左
衛
門

一
弐
百
五
十
文　

十
左
衛
門

一
百
文　
　
　
　

万
次
郎

一
百
五
十
文　
　

藤
右
衛
門

一
百
五
十
文　
　

藤
右
衛
門

一
百
五
十
文　
　

利
左
衛
門

（
１
８
オ
）

一
百
文　
　
　
　

藤
四
郎

一
五
十
文　
　
　

け
し

〆
四
〆
三
百
文

〔
付
記
〕

　

史
料
調
査
に
あ
た
り
、
土
屋
家
御
当
主
の
土
屋
友
茂
様
、
静
岡
県
立
中
央
図
書

館
歴
史
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー
飯
塚
晴
夫
様
、
静
岡
県
立
中
央
図
書
館
調
査
課
仲
村

修
也
様
、
伊
豆
市
教
育
委
員
会
教
育
部
社
会
教
育
課
中
村
伸
吾
様
、
同
課
堀
江
貴

弘
様
、
学
芸
員
松
本
由
奈
様
、
伊
豆
市
文
化
財
保
護
審
議
委
員
橋
本
敬
之
様
の
御

高
配
を
賜
り
ま
し
た
。
記
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

注

（
1
）	
現
在
の
静
岡
県
伊
豆
市
本
柿
木
。

（
2
）	
千
葉
栄
・
佐
藤
俊
雄
、
東
洋
大
学
文
学
部
発
行
。
な
お
千
葉
栄
は
当
時
東
洋
大
学

教
授
、
佐
藤
俊
雄
は
同
大
学
助
手
と
し
て
調
査
団
を
引
率
す
る
立
場
に
あ
っ
た
。

（
3
）	

千
葉
栄
・
佐
藤
俊
雄
、
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
文
化
研
究
所
発
行
。

（
4
）	

千
葉
栄
・
佐
藤
俊
雄
、
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
文
化
研
究
所
発
行
。
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（
5
）	

千
葉
栄
・
佐
藤
俊
雄
、
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
文
化
研
究
所
発
行
。

（
6
）	

令
和
四
年
九
月
十
三
日
、
土
屋
家
に
対
す
る
聞
き
取
り
調
査
に
お
け
る
、
土
屋
友

茂
氏
の
証
言
に
よ
る
。

（
7
）	
令
和
四
年
九
月
十
三
日
、
土
屋
家
に
対
す
る
聞
き
取
り
調
査
に
お
け
る
、
土
屋
友

茂
氏
の
証
言
に
よ
る
。

（
8
）	

静
岡
県
編
・
発
行
、
一
九
九
五
。

（
9
）	

静
岡
県
編
・
発
行
、
一
九
九
七
。

（
10
）	

土
屋
甚
右
衛
門
氏
所
蔵
資
料
に
あ
る
『
安
永
六
年
酉
十
一
月
日
た
つ
川
橋
入
用

帳
』（
未
翻
刻
）
表
紙
に
「
名
主
　
友
右
衛
門
」
と
あ
る
。

（
11
）	

『
花
觸
て
う
』（
未
翻
刻
）
は
、
土
屋
甚
右
衛
門
氏
所
蔵
資
料
に
あ
る
史
料
の
一
つ

で
、
安
永
七
年
（
一
七
七
八
）
九
月
二
十
日
に
、
本
柿
木
村
で
祭
礼
操
興
行
が
行
わ

れ
た
際
の
祝
儀
受
付
簿
で
あ
る
。
そ
の
五
丁
目
裏
三
行
目
か
ら
五
行
目
に
以
下
の
記

録
が
あ
る
。

	
	

一
　
酒
壱
ツ
　
□
□
□
之
操

	
	

　
　
　
　
　
　
　
　 

（
若
ヵ
）［
　
　
　
］

	
	

　
　
　
　
惣
役
者
中
（
被
下
ヵ
）

	

　
こ
の
記
録
か
ら
、
本
柿
木
村
の
近
く
の
村
で
操
を
演
じ
て
い
た
村
あ
る
い
は
地
域

が
存
在
し
、
本
柿
木
村
の
「
惣
役
者
中
」
と
の
繫
が
り
が
あ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ

る
。

（
12
）	

本
史
料
の
九
丁
裏
十
七
行
目
か
ら
二
十
一
行
目
と
、
十
丁
表
一
行
目
か
ら
三
行
目

の
二
例
が
確
認
で
き
る

（
13
）	

土
屋
甚
右
衛
門
氏
所
蔵
資
料
に
あ
る
『
安
永
七
年
戌
十
月
伊
豆
国
田
方
郡
本
柿
木

村
差
出
帳
』（
未
翻
刻
）
の
五
丁
裏
四
行
目
か
ら
八
行
目
に
以
下
の
記
録
が
あ
る
。

	
	

伊
豆
国
田
方
郡

	
	

　
　
　
　
　
　
本
柿
木
村

	
	

安
永
七
年
　
　
　
名
主
　
　
太
右
衛
門

	
	

　
　
戌
十
月
日
　
百
姓
代
　
友
右
衛
門

	
	

　
　
松
永
御
役
所

	
	

こ
の
記
録
か
ら
、
安
永
七
年
（
一
七
七
八
）
十
月
に
は
、
名
主
が
友
右
衛
門
か
ら

太
右
衛
門
に
交
代
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
退
任
し
た
友
右
衛
門
は
百
姓

代
と
し
て
太
右
衛
門
を
支
え
る
立
場
に
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

�

（
み
か
み　

よ
し
の
り　

生
活
機
構
学
専
攻　

2
年
）

�

受
理
年
月
日
　
令
和
4
年
9
月
30
日

�

審
査
終
了
日
　
令
和
4
年
12
月
7
日
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